
NPO対人援助・スピリチュアルケア研究会  

第 16回大会「自由報告会」演題募集 

 

自由報告会では，「活動報告」「事例報告」「研究」など対人援助に関する内容をご発表いた

だきます。 

 

1． 演題応募条件 

1） 筆頭演者は、対人援助・スピリチュアルケア研究会の正会員・賛助会員に限ります。 

但し、共同演者はその限りではありません。 

※筆頭演者が未入会の場合は、応募前に入会手続きをお願いいたします。 

2）筆頭演者は、事前参加登録を行い、参加費のお支払いをお願いいたします。 

3）演題につきましては、他学会で発表されたものでも可能ですが、その旨を表示してく 

ださい。 

 4）演題の採択につきましては、大会企画委員会に一任いただきます。まずは抄録をご投 

稿ください。 

 

 

 

 

2． 抄録作成要項 

1）抄録は A4版の用紙レイアウトを使って、40字×35行で設定してください。フォント

は、ＭＳ明朝体、サイズは 10.5とし、600～800字で記載してください。 

2）抄録は下記の内容を基本に作成してください。（必ずしもこの形式に限りません） 

活動報告 事例報告 研究 

1. 背景・目的 1. 背景・目的 1. 背景・目的 

2. 方法・内容 2. 実践内容 2. 方法 

3. 結果（経過） 3. 倫理的配慮 3. 倫理的配慮 

4. 今後の展望 4. 結果 4. 結果 

 5. 考察 5. 考察 

 

3． 演題募集期間 

2023年 7月 1日（土）～2023年 8月 31日（木）17：00 

 

4． 演題投稿方法 

下記のメールに投稿をお願いします。 

mail：jiyuuhokoku@sp-c.org 

【入会方法】研究会ホームページ（http://www.sp-c.org/）の「入退会・変更」にある、入

会申込フォームよりお申し込みください。 

 

mailto:jiyuuhokoku@sp-c.org
http://www.sp-c.org/


5． 発表形式 

1）発表形式は、基本は口演発表ですが、e ポスターをお願いする可能性があります。い

ずれも ZOOM上でのご発表となります。また、大会は研究会の YouTubeチャンネルでアー

カイブ放送する予定です。 

2） 口演発表時間は、30分（発表 15分、質疑応答 15分） 

3） 活動報告には、「活動の背景・目的」「活動の方法と内容」「結果（もしくは経過）」「今

後の課題・展望」を含めてください。 

4） 事例報告には、「実践の背景・目的」「実践内容」「倫理的配慮」「考察」を含めてくだ

さい。 

5）研究には、「背景」「目的」「方法」「倫理的配慮」「結果」「考察」を含めてください。 

 

6． 倫理規定 

 人を対象とする研究を実施する際には、世界医師会へルシンキ宣言に従い、「人を対象と

する医学系研究に関する倫理指針」等該当する国内の指針・法令を遵守して実施する。特に

研究対象者からのインフォームド・コンセントの取得、及び倫理審査委員会の承認について

は論文に明記すること（インフォームド・コンセントの取得、及び倫理審査委員会の承認が

不要な場合はその旨を説明すること）。 

症例報告などのプライバシー保護に関しては外科系学会協議会による「症例報告を含む医

学論文及び学会研究会発表における患者プライバシー保護に関する指針」に従うこととす

る。 

 

7．利益相反 

 研究として公平性・信頼性を確保するため、企業等との利益相反については明確にするこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

http://dl.med.or.jp/dl-med/wma/helsinki2013j.pdf
https://www.jspm.ne.jp/journal/pdf/rinrishishin.pdf
https://www.jspm.ne.jp/journal/pdf/rinrishishin.pdf
http://www.jssoc.or.jp/other/info/privacy.html
http://www.jssoc.or.jp/other/info/privacy.html

